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【動機】

2019年笛吹市より「芦川源流域のスズラン群生地に群落が衰退している部分が見られる。原因究
明と保全策を提案して欲しい」旨の依頼を受けた。そこで，スズランの好む環境要因解明，生育
旺盛区と衰退区の群落解析，保護上重要な植物種の把握，研究成果の地域社会への還元を目的と
した。

【方法】

①環境要因の解明：旺盛区と衰退区の照度・土壌水分・ｐＨの比較解析，②植生学的比較解析：
両区の植生学的調査による群落区分とその比較解析，③保護上重要な植物種の把握：現地踏査に
より絶滅危惧種・植物地理学的に重要な植物種の検出，④群生地の四季を特徴づける植物種の把
握，⑤研究成果の地域還元。

【結果】

①スズランは木漏れ日程度の明るさと土壌水分の多い場所を好む，②植生学的に生育旺盛区と衰
退区間で，はっきり群落区分できた。群落衰退指標種を多数検出できた，③絶滅危惧植物やフォ
ッサマグナ要素の植物を確認した，④2021年10月現在約250種を確認した,
⑤地域で成果発表の機会があり反響があった。

【まとめ】

群生地は豊かな植物相と動物たちとの複雑な関係で成り立っている。したがって，群生地の保全
はただスズランのみに注目するのではなく，生物多様性の保全という考え方が重要である。

【展望】

群生地の保全について有益な資料を提供できたと自負している。現に私たちの提言が動植物採集
を禁ずる警告看板の設置に結びついた。今後も掛け替えのない群生地保全に対する発信を積極的
に行っていきたい。
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